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室蘭東翔高校の総合学科としての最大の特長は、生徒一人ひとりの興味関心や進路

希望に応えるための、９０科目以上の多様な選択科目が設置されていることです。１

年次「産業社会と人間」では、この科目選択のための様々な活動に取り組みます。４

月の適性検査、５月の各種ガイダンス、６月の「上級学校見学」、７月の「職業説明

会」、８月の大学模擬授業に加え、実際に選択科目の授業を受けている先輩方の話を

聞く機会もありました。これらの行事を通して１年次生は、さまざまな角度から自分

の進路と向き合い、担任や保護者と相談を続けつつ、時には頭を悩ませながら、納得

のいく選択にむけて一歩ずつ進んできました。後期を迎えたこれからは、２年次から

のさらに深い学びに備えて力を養うべき時期です。学習に、進路に、部活動にと全力

で歩みを進めていきましょう！ 

 

 
９月１２日（木）１３日（金）の２日間にわたり、２年次生のインターンシップが行われました。今年度も室

蘭市、登別市、伊達市、白老町の５６の事業所にご協力いただき、生徒達が就労体験をすることが出来ました。

また、アカデミックインターンシップという形で室蘭工業大学と日本工学院北海道専門学校にも受け入れていた

だき、講義や演習を通した学習体験をさせていただきました。日常の学校生活では学ぶことのできない職業の実

際や大学・専門学校の授業を体験し、今後の進路選択に大変有意義な活動となりました。 

 実習後は、各自の体験をスライドにまとめ、学んできたことを整理し、またグループで発表し合うことで、お

互いに情報を共有することが出来ました。このインターンシップで学んだ業界に関する興味は「総合的な探究の

時間」の課題研究という形で次の探究活動に繋げていきます。 

 

進路別学習・ライフプラン 
１０月２４日（木）５校時の「産業社会と人間」では、３週にわたり取り組んで

きた進路別グループ学習のグループ内発表を行いました。進路別グループ学習で

は、希望する職業や業界の特色や上級学校の入試方法などについて調べまとめた成

果を、生徒一人ひとりがGoogleスライドを用いてグループ内で発表しました。同

じ進路希望や目標を持つ仲間の発表を聞きあうことで、お互いにとって有益な多く

の情報を共有することができ、今後の進路活動に活かせる有意義な時間となりまし

た。 

その翌週からは１年次「産業社会と人間」の集大成である「ライフプラン」の作

成が始まりました。「ライフプラン」は１０月から１１月に４週間かけて、１２００

文字以上の原稿と google スライドをそれぞれが作成します。その後、１２月から

１月に４週間かけて、クラス内発表会を行います。そこで、一人ひとりの「ライフ

プラン」を発表し合い、各クラスの上位３名ずつ、計１２名を選抜し、２月には全

体発表会を行う予定です。 

科目選択 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合学科での学びの集大成となる本校の課題研究は、生徒一人ひとりが課題を見つけ、それに基づいて探究活

動を行っています。今年は一歩前進し、それぞれの課題を持ち寄り、複数人で探究する「協働」の利点を活かし

た課題研究を目指してグループ単位の研究活動を進めてきました。昨年度から取り入れた「やってみた」の試み

を引き継ぎ、調査・分析のプロセスにも力を入れてきました。複数人で役割分担することにより、より多くの調

査方法に取り組むことのできた研究も増えました。１１月には「まとめ発表」として全ての生徒が各自の研究を

発表しました。 

 

   課題研究 

 １２月５日（木）５，６校時、本校体育館にて、「課題研究全体発

表会」が行われました。１１月に行われた「まとめ発表」を経て、

代表として選出された１０グループが２年次生と３年次生の前で発

表しました。いずれも素晴らしい発表ばかりでしたが「高校生から

始める資産運用」と題して発表した柴田隼羽さんと篠原昊翔さんの

グループが来年１月に札幌で行われる「全道総合学科学習成果発表

会」の代表として選ばれました。今後は全道発表に向けて、今回の

発表内容を、さらにより良いものに仕上げてくれることでしょう。 

課題研究全体発表会 

【 発表者・テーマ（発表順） 】 

石谷あいか・買手菜々星      「睡眠」 

岩上佳恵・江利川由菜       「英語を話せるようになるためには」 

鶴見友満・斉藤菜々美・内藤舞那美 「効率の良い生活に必要なこととは！！」 

柴田隼羽・篠原昊翔        「高校生から始める資産運用」 

鈴木茉青・竹内優空        「効率よく健康的に痩せる方法を研究する！」 

栁瀬桃花・久保美月・柴田歩乃花  「イラストをよりよく見せるための方法」 

岡崎彩花・平澤慶司・遠山紫乃   「介護士の人手不足について」 

馬場裕都・渡邉萌埜花       「食事と会話の繋がり」 

平野璃空・佐藤萌望        「鉄が植物に与える影響」 

工藤理央・原田花楓        「読む、理解する、力をつける」 

 


